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あなたの最初の一歩を応援します！

自分に合った
開業スタイルが見つかる

すぐに使える
事業計画の立て方が学べる

起業後の不安
“お金”と“集客”のを解消！

セミナーの

創業
6

〜

21:00

対象

日時

中小企業診断士として年間100件以上の創業相談に対応。特に、女性・シニ
アの創業支援に力を入れており、「想いをカタチにする」実践的アドバイス
が好評。

株式会社
GRT講師 宮本 奈緒子

オンライン 20

11：00～12：00

名 申込

県内在住または県内で創業を目指す方はどなたでもOK！

講座修了者には特典があります

創業・独立開業を目指している方、創業して間もない方、スキルアップを目指す方

お問い
合わせ

（担当：小原・長谷川）
hello@subarashiisaito.co.jp
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お問い合わせ　福山大学 総務部 企画・文書課　 〒729-0292  福山市学園町1番地三蔵　TEL：(084)936-2111

主催：　福山大学　　後援：福山市教育委員会

9.19(土)12：00～10.31(土)12：00

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

11：00～12：00

大学と地域が共に未来を描く第一歩へ

※講座詳細は裏面をご参照ください
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各講座100名<各週土曜日>
対面講座(全5回)

タブレットなどから
QRコードを
カメラでかざして
申込スタート！

② ス マ ー ト フ ォ ン
大 学 H P よ り 申 込 い た だ け ま す

① パ ソ コ ン か ら

申込方法

事前に作成した講師の動画を「Youtube」にて公開します。右記のQRコードまたは大学HPのリンクよりご視聴ください。
インターネットに接続できるスマートフォン、タブレット、パソコンなどから受講できます。
※通信費は自己負担になります。

以下の配信期間、全5講座すべて無料配信オンデマンド配信

福山大学令和8年度

公開講座
共に創る、次の50年 〜対話から生まれる備後の新価値〜

〈締切〉

9.14(月)

4講座以上の対面受講者に修了書を授与
(オンデマンド受講者は対象外)

9.19

9.26

10.3

10.10

10.31



令和8年度福山大学公開講座令和8年度福山大学公開講座令和8年度福山大学公開講座
共に創る、次の50年〜対話から生まれる備後の新価値〜共に創る、次の50年〜対話から生まれる備後の新価値〜共に創る、次の50年～対話から生まれる備後の新価値〜

 国際的な経済比較をする上で欠かせない指標が、GDP（国内総生産）です。このGDPは、「経済統計の王様」
と言われており、経済成長率や景気判断にも用いられています。では、GDPはいつ頃、どのような考えで生み
出されたのでしょうか。この講座では、GDPの国際基準であるSNA（国民経済計算）の歴史を振り返りなが
ら、皆さんとご一緒にGDPについて考えてみたいと思います。また、GDPはどのように推計され、どう利用さ
れているのかについても、内閣府や総務省での実務経験に基づきお話しできたらと思います。昨年国連統計委
員会で採択された最新の「2025SNA」における主要課題の一つであるウェルビーイングやBeyond GDPに関す
る研究成果についてもお話しできたらと考えております。

経済学部　高山 和夫　教授

G･D･Pを学ぼう

工学部　田中 寿夫　教授

海事産業集積地としての備後エリア⁻造船の再生と新しい価値の創造を考える⁻
 瀬戸内海は古代より畿内と九州を結ぶ交通路であり、なかでも福山市南端の備後鞆の浦は、海上交通の要衝と
して古くから繁栄したことはよく知られています。このような歴史的背景から備後エリアには、現代において
も様々な海事産業が根付いており、世界的に見ても非常に珍しい『海事産業の集積地』を形成しています。海
事産業は斜陽産業と見なされるようになって久しいですが、近年では経済安全保障の観点から国内の海事産業
を維持・再考する気運が高まり政策誘導も開始されています。このような観点から本講座では備後エリアの海
事産業を概説するとともに、将来に向けた新しい価値の創造について考えます。

人間文化学部　重迫 隆司　教授

韻数文解：詩の言葉との対話
 文学研究は、備後の新価値創造に、どのように貢献できるでしょうか。残念ながら、「すぐに役立つ」、「生産
的な」方法は思いつきません。しかし、次の50年、いや100年後の地域の文化を考えるに当たっては、実は、
文学研究の視点が思わぬ貢献をしてくれるかもしれません。AI について、様々なことが言われていますが、人
類誕生以来、人間がずっと大切にしてきた文化である詩の言葉について、100年後の文化を（1000年前も）視
野に入れつつ、考えてみたいと思います。具体的には、CM のキャッチコピーから、ポップミュージックの歌
詞、和歌や俳句などの詩について、言葉の技法の研究（韻数文解）や楽しさを紹介したいと思います。

生命工学部　我如古 菜月　講師

魚食がつなぐ備後の未来　～栄養・おいしさ・機能性から考える次の50年〜

 備後地域は瀬戸内海の恵みに支えられ、多様な魚類と豊かな魚食文化を育んできました。本講座では、この魚
食を通じて「次の50年」の地域価値を考えます。魚に含まれるドコサヘキサエン酸（DHA）やエイコサペンタ
エン酸（EPA）などの機能性成分が健康維持に寄与することを解説するとともに、天ぷらをはじめとする調理
法や香りとの関係も紹介します。また、魚の種類や生態が栄養価や機能性、おいしさに与える影響や、未利用
魚の活用による地域活性化の可能性にも触れながら、備後の未来をより元気で豊かなものにするヒントを考え
てみたいと思います。

薬学部　道原 明宏　教授

フケはなぜ出る？－菌バランスから考える頭皮ケアー

 フケやかゆみの原因は乾燥だけでなく、頭皮にすむ菌のバランスの乱れが深く関わっています。本講座では、
マラセチアやブドウ球菌などの常在菌の働きをやさしく解説し、菌バランスが崩れることでフケ症や脂漏性皮
膚炎が起こる仕組みを理解します。さらに、最新の研究成果をもとに、特定の菌を抑えつつ有用な菌を活かす
新しい考え方を紹介し、日常でできる頭皮ケアの工夫をお伝えします。また、本研究で得られた知見をもと
に、黄色ブドウ球菌と表皮ブドウ球菌の違いに注目した新しい視点から、頭皮環境を整える可能性についても
触れます。専門知識がなくても理解できる内容で、幅広い世代の方に役立つ情報を提供します。

令和8年度は、開学50周年を終えて新たな歩みを始める年となります。これまで福山大学は、教育・研究活動を通して備後地
域の発展に寄与してきました。こうした実績を踏まえ、地域の皆さまとともに「次の50年」を考えるため、今年度は統一テ
ーマに「共に創る、次の50年 ～対話から生まれる備後の新価値～」を掲げます。本講座では、備後地域の自然、文化、産業
など、多様な魅力と課題を多角的に取り上げ、大学の研究成果をわかりやすく紹介します。サステナビリティやデジタル
化、地域連携など、次世代に向けた新たな観点も交えながら、参加者との対話を通じて地域の価値創造を目指します。本公
開講座が、大学と地域が共に未来を描く第一歩となることを期待しています。

第1回 9/19

第2回 9/26

第3回 10/3

第4回 10/10

第5回 10/31
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